
 

見学旅行に行ってきました！！ 
 

１０月２９日 ～ １１月１日の3泊4日で、2学年が見学旅行に行ってきました。 

１日目：広島      平和記念公園    ３日目：京都・大阪  自主研修 

２日目：広島・京都   厳島神社→清水寺  ４日目：奈良     奈良公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの歴史や文化を学び、思い出に残る有意義な4日間を過ごすことができました。 
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就職インタビュー 

１１月１０日、商工会議所の主催で「就職インタビュー」が行われ、

２学年の就職希望者がそのインタビューを聞きました。 

インタビューを受けたのは、この春、丸田組（建設業）に就職した

千葉祈和さんと、千里堂（販売業）に就職した鎌田春希さんです。イ

ンタビューをしてくれたのは、オホーツク教育局の進路相談員である

野島康恵さんで、高校で面接指導などもしてくれている方です。 

生徒からの質問もあり、２人は「総合的な探究の時間での活動や

アルバイトを通して、自分の適性を考えながら、就職先を選択するこ

とが大事。」ということや、就職活動のコツ、そして「社会人になると友

達と会ったり遊んだりする時間がなかなか取れないから、高校生の

内にしっかり楽しんでほしい。」と話をされていました。 

千葉さん 鎌田さん 



 防災サミットに参加しました！                     市議との交流会 
                                

10月30日、生徒会の1年生3名が防災サミットに参加    11月27日、3年生を対象に網走市議会の方々によ 

しました。この防災サミットには美幌高校や北見商業高校も     る出前授業が行われました。今回の授業のテーマは 

参加し、その他オホーツク管外の高校もzoomを通して参加    「選挙に行こう！」であり、市議会の役割について説明 

していました。実際の災害を踏まえて、災害時に身を守る行動  をしていただいたり、グループワークを通して「より多く 

について情報を共有したり、お互いに質問し合い、交流を深め  の人々が選挙に参加するためにはどうしたらよいか」を 

たりしました。                       市議会の方々と一緒に考えたりしました。 

                                

 

                  

 

 

 

 

 

  左側、他校２人の生徒と写る  1C服部君 1A竹田さん 1B大森さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約１ヶ月間実施した、難民の子ども達に古着を送る “届けよう、 

服のチカラプロジェクト“が終了しました。本プロジェクトに参加する 

のは、今年度で４度目になります。選別・梱包された服はファースト 

リテイリング社・UNHCRのご協力により、難民キャンプの子ども達 

の元へ届けられる予定です。 

ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。 

         ↑服の仕分けをする生徒たち 

☆ １２月の行事予定 ☆ 

１２月 ２日(土) 全経電卓計算能力検定 

４日(月) 桂陽・安心安全の日 体育館HR 

８日(金) 献血車（ひまわり号）巡回 

１１日(月) 授業参観週間（1５日まで） 

１４日(木) 卒業茶会（茶道部） 

１５日(金) 内定者報告会（３年生） 

１７日(日) 全商英語検定 

２２日(金) 全校集会 ４時間授業 

２３日(土) 冬季休業（１／１５まで） 

２９日(木)～学校閉鎖（１／３まで） 

※冬期講習  

１年生 １２月２２日・２５日・２６日・２７日 

 ２年生 １２月２２日・２５日・２６日・１月９日・１０日 

 ３年生 １２月２２日～ 

本物の投票箱にちょっぴり緊張感 

 11 月18日（土）に行われたＰＴＡ研修には保護者・

教職員合わせて12人が参加しました。今年度は「そば打

ち体験」を行いました。講師として地域の「そば打ち同好

会」の方々に来ていただき、そばの打ち方を教えてもらっ

たり、作ったそばを食べたりしました。今回の研修も好評

で、「またそば打ちできたらいいね」という声もありました。 

ＰＴＡ研修「そば打ち体験」  

 

服のチカラプロジェクトへのご協力 

ありがとうございました。 


